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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】発熱によりインクを吐出する記録ヘッドを用い
る場合、画像データによってヘッドが到達する温度が異
なり、紙面予備吐出が必要な頻度が異なることを考慮し
て、紙面予備吐出に過不足が生じない記録装置を提供す
る。
【解決手段】記録すべき画像データと画像を記録する前
のヘッド温度に基づいて紙面予備吐出パターンを生成す
ることにより、最適な量の紙面予備吐出を行う。
【選択図】図５



(2) JP 2015-123735 A 2015.7.6

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発熱によりインクを吐出する複数の記録素子が設けられた記録ヘッドを用いて、記録媒
体上に画像を記録するためのデータを生成するデータ生成装置であって、
　前記記録媒体上に前記画像を記録する前の前記記録ヘッドの温度を取得する第１取得手
段と、
　前記画像を記録するためのインクの吐出または非吐出を示す吐出データを取得する第２
取得手段と、
　前記第１取得手段が取得した前記温度と前記第２取得手段が取得した前記吐出データと
に基づいて、前記複数の記録素子からの吐出状態を維持するための予備吐出を、前記記録
媒体上の前記画像を記録する領域に対して行うための予備吐出データを生成する生成手段
と、
　を備えることを特徴とするデータ生成装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記記録ヘッドが前記画像の記録において到達する最高温度を推定し
、推定された前記最高温度に基づいて前記予備吐出データを生成することを特徴とする請
求項１に記載のデータ生成装置。
【請求項３】
　前記生成手段は、前記最高温度に基づいて前記画像を記録する領域に対して前記予備吐
出を行う間隔を決定することにより、前記予備吐出データを生成することを特徴とする請
求項２に記載のデータ生成装置。
【請求項４】
　前記第１取得手段により取得される前記温度は、前記記録ヘッドにおいて前記複数の記
録素子が設けられた吐出基板に配置されたセンサによって取得されることを特徴とする請
求項１から３のいずれか１項に記載のデータ生成装置。
【請求項５】
　前記複数の記録素子は、所定方向に沿って複数のグループに分割され、
　前記第１取得手段は、前記複数のグループのそれぞれについて前記温度を取得し、
　前記第２取得手段は、前記複数のグループのそれぞれについて前記吐出データを取得し
、
　前記生成手段は、前記複数のグループのそれぞれについて前記最高温度を推定し、推定
された前記最高温度のうち、最も高い最高温度に基づいて前記予備吐出データを生成する
ことを特徴とする請求項２から４のいずれか１項に記載のデータ生成装置。
【請求項６】
　複数の前記記録ヘッドを用いて前記画像を記録する場合、前記生成手段は、前記記録ヘ
ッド毎に前記予備吐出データを生成することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項
に記載のデータ生成装置。
【請求項７】
　複数の前記記録ヘッドは、複数色のインクにそれぞれ対応することを特徴とする請求項
６に記載のデータ生成装置。
【請求項８】
　複数の前記記録ヘッドが複数の有彩色インクにそれぞれ対応し、
　前記生成手段は、前記複数の有彩色インクにそれぞれ対応する複数の前記最高温度のう
ち最も高い前記最高温度に基づいて、前記複数の有彩色インクそれぞれの前記予備吐出デ
ータを生成することを特徴とする請求項２から５に記載のデータ生成装置。
【請求項９】
　前記生成手段により生成された前記予備吐出データと、前記画像を記録するための前記
吐出データと、に基づいて、前記記録ヘッドからインクを吐出するためのデータを生成す
る第２生成手段をさらに備えることを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の
データ生成装置。
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【請求項１０】
　発熱によりインクを吐出する複数の記録素子が設けられた記録ヘッドを用いて、記録媒
体上に画像を記録するためのデータを生成するデータ生成方法であって、
　前記記録媒体上に前記画像を記録する前の前記記録ヘッドの温度を取得する第１取得工
程と、
　前記画像を記録するためのインクの吐出または非吐出を示す吐出データを取得する第２
取得工程と、
　前記第１取得工程において取得された前記温度と前記第２取得工程において取得された
前記吐出データとに基づいて、前記複数の記録素子からの吐出状態を維持するための予備
吐出を、前記記録媒体上の前記画像を記録する領域に対して行うための予備吐出データを
生成する生成工程と、
　を備えることを特徴とするデータ生成方法。
【請求項１１】
　発熱によりインクを吐出する複数の記録素子が設けられた記録ヘッドを用いて、記録媒
体上に画像を記録するための記録装置であって、
　前記記録媒体上に前記画像を記録する前の前記記録ヘッドの温度を取得する第１取得手
段と、
　前記画像を記録するためのインクの吐出または非吐出を示す吐出データを取得する第２
取得手段と、
　前記第１取得手段が取得した前記温度と前記第２取得手段が取得した前記吐出データと
に基づいて、前記複数の記録素子からの吐出状態を維持するための予備吐出を、前記記録
媒体上の前記画像を記録する領域に対して行うための予備吐出データを生成する生成手段
と、
　前記吐出データと前記予備吐出データとに基づいて、前記記録ヘッドを駆動することに
より前記画像を記録する記録制御手段と、
　を備えることを特徴とする記録装置。
【請求項１２】
　前記記録制御手段は、前記複数の記録素子が並ぶ所定方向と交差する方向に前記記録媒
体が搬送される間に、前記記録媒体上に前記画像を記録することを特徴とする請求項１１
に記載の記録装置。
【請求項１３】
　前記画像が記録される際の前記記録媒体と前記記録ヘッドとの前記所定方向における相
対位置は変更可能であり、
　前記第１取得手段は、前記相対位置に対応する前記温度を取得することを特徴とする請
求項１２に記載の記録装置。
【請求項１４】
　発熱によりインクを吐出する複数の記録素子が設けられた記録ヘッドを用いて、記録媒
体上に画像を記録するための記録方法であって、
　前記記録媒体上に前記画像を記録する前の前記記録ヘッドの温度と、前記画像を記録す
るためのインクの吐出または非吐出を示す吐出データと、を取得する工程と、
　取得した前記温度と前記吐出データとに基づいて、前記複数の記録素子からの吐出状態
を維持するための予備吐出を、前記記録媒体上の前記画像を記録する領域に対して行うた
めの予備吐出データを生成する工程と、
　前記吐出データと前記予備吐出データとに基づいて、前記記録ヘッドを駆動することに
より前記画像を記録する工程と、
　を備えることを特徴とする記録方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、発熱によりインクを吐出する記録素子を用いて画像を記録するためのデータ
生成装置、データ生成方法、記録装置及び記録方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、インクジェット記録装置において、画像記録のためのインク吐出とは別にノズル
からインクを吐出することにより、ノズル内のインクの増粘による吐出不良を防ぐ目的で
予備吐出動作が行われている。特に、ラインヘッドを用いるインクジェット記録装置にお
いては、実画像データとは別に作成された予備吐出データに基づいて実画記録時に紙面上
に予備吐出を行う方法（以下、紙面予備吐出と称する）が知られている。
【０００３】
　特許文献１には、不要な紙面予備吐出を低減させるために、所定期間内に各ノズルから
吐出が行われた否かを検知して紙面予備吐出パターンを設定する方法が開示されている。
また、特許文献２には、記録ヘッドの温度を検知して、画像記録情報の伴わない位置にお
ける予備吐出動作の吐出回数を変更する方法が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－７６２４７号公報
【特許文献２】特開２００６－１６８０４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、発熱することによりインク滴を吐出する記録素子を備えた、所謂サーマ
ルインクジェット方式の記録ヘッドを用いる場合には、記録する画像によって記録素子が
発熱する頻度が異なり、ヘッド温度の上昇度合いが異なる。すなわち、どのような画像を
記録するかにによって必要な紙面予備吐出の頻度が異なる。
【０００６】
　特許文献１及び２のように、記録すべき画像に起因する記録ヘッドの温度上昇の度合い
を考慮せずに紙面予備吐出を行う場合には、紙面予備吐出を行う量に過不足が生じる可能
性がある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような課題を鑑み、本願発明は、発熱によりインクを吐出する複数の記録素子が設
けられた記録ヘッドを用いて、記録媒体上に画像を記録するためのデータを生成するデー
タ生成装置であって、前記記録媒体上に前記画像を記録する前の前記記録ヘッドの温度を
取得する第１取得手段と、前記画像を記録するためのインクの吐出または非吐出を示す吐
出データを取得する第２取得手段と、前記第１取得手段が取得した前記温度と前記第２取
得手段が取得した前記吐出データとに基づいて、前記複数の記録素子からの吐出状態を維
持するための予備吐出を、前記記録媒体上の前記画像を記録する領域に対して行うための
予備吐出データを生成する生成手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　上記構成により、記録ヘッドの記録素子の吐出状態に応じた適切な量の紙面予備吐出を
行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】インクジェット記録装置の概念図である。
【図２】記録ヘッドを説明するための図である。
【図３】記録ヘッドの温度分布を説明する図である。
【図４】電気ブロック図である。
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【図５】第１実施形態の処理を示すフローチャートである。
【図６】記録ヘッドの最高到達温度を取得するためのテーブルである。
【図７】紙面予備吐出パターンを生成するための説明図である。
【図８】記録ヘッドからの吐出データを生成するフローチャートである。
【図９】第２実施形態の処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　（第１実施形態）
　図１は、本実施形態に係るインクジェット記録装置の概念的な構成を示す斜視図である
。ヘッドユニット１には、７つの記録ヘッド１ａ、１ｂ、１ｃ、１ｄ、１ｅ、１ｆ、１ｇ
が配置されている。記録ヘッド１ａ～１ｇのそれぞれには、記録素子として発熱体（不図
示）を内部に備えた複数の吐出口（ノズル）が設けられている。本実施形態では、発熱体
として電気熱変換体を用いている。そして、７つの記録ヘッドは、ブラック（Ｋ）、シア
ン（Ｃ）、マゼンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ライトシアン（Ｌｃ）、ライトマゼンタ（
Ｌｍ）、グレイ（Ｇｙ）の７種類のインクにそれぞれ対応している。尚、７色分のインク
を備えるインクタンク３がインク供給チューブ４を介して記録ヘッド１ａ～１ｇに接続さ
れており、記録ヘッド毎にインクタンクからインクが供給される。また、記録ヘッド１ａ
～１ｇには、フレキシブルケーブル（不図示）が接続されており、制御回路から制御信号
が送られる。
【００１１】
　本実施形態において、記録媒体２は、搬送ローラや排紙ローラ等（不図示）に挟持され
、搬送モータの駆動に伴って、図中矢印で示す主走査方向（以下、Ｘ方向とする）に搬送
される。各記録ヘッド１ａ～１ｇは、位置調整機構（不図示）によって主走査方向と交差
する方向（以下、Ｙ方向または所定方向とする）に移動することで、記録媒体２との相対
位置を調整することができる。そして、位置を固定された記録ヘッド１ａ～１ｇとＸ方向
に搬送される記録媒体２との相対移動において、記録媒体２に対してインクを吐出するこ
とにより画像が記録される。尚、記録媒体２としては普通紙、高品位専用紙、ＯＨＰシー
ト、光沢紙、光沢フィルム、ハガキ等があり、Ｙ方向の幅が異なる複数種類の記録媒体に
対して記録可能である。
【００１２】
　（ヘッド構造）
　図２（ａ）は、本実施形態の記録ヘッド１ａおよび記録ヘッド１ｂの詳細構造を示した
図である。記録ヘッド１ｃ～１ｇの構造は記録ヘッド１ａと同様である。記録ヘッド１ａ
には、複数の記録素子が設けられた吐出基板である、記録チップ１１ａ、１２ａ、１３ａ
、１４ａが千鳥状に並べて配置されている。各記録チップには、電気熱変換体である記録
素子が備えられたノズルがＹ方向に沿って並ぶノズル列１１１ａ、１１２ａ、１１３ａ、
１１４ａがＸ方向に沿って配置されている。また、各記録チップには、吐出基板表面の温
度を検出するためのダイオードセンサ６が、Ｙ方向において複数設けられている。尚、各
記録チップ１１ａ～１４ａはインク供給路５によって直列につながれており、図の左から
右に向かって矢印で示す順番の流路でインクが供給される。記録ヘッド１ｂ～１ｇの構造
も記録ヘッド１ａと同様であるが、各記録ヘッドの配置は、Ｙ方向において記録チップの
つなぎ部分が同じ位置と重ならないようにずれて配置されている。
【００１３】
　記録媒体２を搬送する際、Ｙ方向の位置は複数の位置を変更可能であり、記録ヘッドの
温度上昇を考慮すると、記録ジョブ毎に変更することが望ましい。例えば、画像記録を指
示するジョブを受信した際に、図中の記録媒体２の位置で搬送し、次に画像記録を指示す
るジョブを受信した際には、前回と隣の位置である記録媒体２’の位置で搬送する。これ
により、記録ヘッドの記録可能な幅よりも狭い幅の記録媒体に画像を記録する場合には、
複数の記録位置で記録を行うことができる。この記録位置の変更は、ジョブ毎であっても
よく、所定時間毎であってもよく、所定枚数の画像毎であってもよい。また、上記例では
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、連続する２回のジョブにおいて前回の記録位置の隣の位置に移動したが、記録範囲の重
なりがあってもよく、もっと離れた位置であってもよい。
【００１４】
　図２（ｂ）は、図２（ａ）で説明した各記録チップを裏側から見た図であり、記録ヘッ
ド１ａの内部のインク供給路５の構造を示している。図中、斜線で示す部分が図２（ａ）
で示した記録チップ１１ａ～１３ａである。そして、矢印で示す順番でインクが流れ、上
流の記録チップ１１ａから下流の記録チップ１４ａまでインクが供給される。そして、各
記録チップに設けられた記録素子が発熱することによってインクに膜沸騰を生じさせ、そ
の際に発生する気泡の圧力によってノズル（吐出口）からインク滴が吐出される。このイ
ンク滴の吐出タイミングと記録媒体２の搬送タイミングとを調整することで、記録媒体上
に画像が形成される。
【００１５】
　図３は、画像記録を行った際にダイオードセンサ６が検出した記録ヘッド１ａの温度分
布を示す図である。４ａは記録チップ１１ａの温度分布、４ｂは記録チップ１２ａの温度
分布、４ｃは記録チップ１３ａの温度分布、４ｄは記録チップ１４ａの温度分布である。
画像の記録中は記録ヘッドからの熱を受けてインクの温度が上昇するため、図からわかる
ように、インクが流路を流れる方向において温度差が生じている。インク供給路５の上流
に位置する記録チップほど温度が低く、下流に位置する記録チップほど温度が高い傾向に
ある。このような温度差は、インク供給路５を流れるインクが各記録チップから吐出に利
用した熱エネルギーの一部を受け取り、さらにはインクが上流から下流に流れるまでに熱
エネルギーが蓄積され続けるためだと考えられる。
【００１６】
　（電気ブロック図）
　図４は、本実施形態のインクジェット記録装置における制御系の構成を示すブロック図
である。５１は画像データ入力部、５２は操作部、５３は各種処理を行うＣＰＵ部、５４
は各種データを記憶する記憶媒体である。記憶媒体５４のプリント情報格納メモリには、
記録媒体の主に種類に関する情報５４ａ、プリントに用いるインクに関する情報５４ｂ、
記録時の温度・湿度などの環境に関する情報５４ｃが格納される。５４ｄは、各種制御プ
ログラム群である。５５はＲＡＭ、５６は画像データ処理部、５７は画像出力を行う画像
記録部、５８は紙面予備吐出パターン生成部、５９は記録に使用するノズル位置を決める
Ｙ位置決定部、６０は各種データを転送するバス部である。
【００１７】
　画像データ入力部５１は、スキャナやデジタルカメラ等の画像入力機器からの多値画像
データやパーソナルコンピュータのハードディスク等に保存されている多値画像データが
入力される。操作部５２は、各種パラメータの設定および記録開始を指示する各種キーを
備えている。ＣＰＵ５３は、記憶媒体中の各種プログラムに従って本記録装置全体を記録
制御手段として制御する。記憶媒体５４は、制御プログラムやエラー処理プログラムに従
って本記録装置を動作させるためのプログラムなどを格納している。本実施形態における
動作は、全てこのプログラムに従って行われる。このようなプログラムを格納する記憶媒
体５４としては、ＲＯＭ、ＦＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、ＨＤ、メモリカード、光磁気ディスクな
どを用いることができる。ＲＡＭ５５は、記憶媒体５４中の各種プログラムのワークエリ
ア、エラー処理時の一時待避エリア、および画像処理時のワークエリアとして用いられる
。また、ＲＡＭ５５は、記憶媒体５４の中の各種テーブルをコピーした後、そのテーブル
の内容を変更し、この変更したテーブルを参照しながら画像処理を進めることも可能であ
る。
【００１８】
　画像データ処理部５６は、入力された多値画像データをＮ値の画像データに画素毎に量
子化するデータ生成手段として機能する。尚、Ｎは３以上の整数である。次いで、量子化
された各画素が示す階調値“Ｎ”に基づいて、その階調値に対応するドット配置パターン
を選択する。このドット配置パターンは、ドットの記録の有無、すなわちインクの吐出ま
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たは非吐出を示す２値のパターンである。従って、ドット配置パターンの選択によって２
値の吐出データを得ることができる。このように、画像データ処理部５６は、入力された
多値画像データをＮ値化処理した後、そのＮ値の画像データに基づいて２値の吐出データ
を作成する。例えば、８ｂｉｔ（２５６階調）で表現される多値画像データが画像データ
入力部５１に入力され場合、画像データ処理部５６において出力する画像データの階調値
を、例えば２５（＝２４＋１）値に量子化する。次いで、画像データ処理部５６において
、２５値の画像データにドット配置パターンを割り当て、インクの吐出または非吐出を示
す２値の吐出データが生成される。その後、生成された２値の吐出データを複数のノズル
列に分配することにより、各ノズル列に対応する複数の２値の吐出データが生成される。
尚、入力階調画像データのＮ値化処理を行う方法は、本実施形態で採用した多値誤差拡散
法に限るものではなく、例えば、平均濃度保存法やディザマトリックス法等、任意の中間
調処理方法を用いることができる。また、画像データ処理部５６は、多値画像データから
最終的に２値の吐出データを生成できればよく、上述したようにＮ値化処理を介在させる
ことは必須ではない。例えば、画像データ処理部５６に入力された多値画像データを、直
接２値の吐出データに変換するような２値化処理を行ってもよい。
【００１９】
　画像記録部５７は、画像データ処理部５６で生成された２値の吐出データに基づいて、
対応するノズルからインク滴を吐出することにより、記録媒体上に画像を形成する。バス
ライン６０は、本記録装置内のアドレス信号、データ、制御信号などを伝送する。
【００２０】
　Ｙ位置決定部５９は、画像を記録すべき記録媒体のサイズに基づいて記録に用いるノズ
ルの位置を決定する。ここでは、Ｙ方向における記録ヘッドが記録可能な幅（記録幅と呼
ぶ）よりも狭い幅の記録媒体に画像を記録する場合、前回同じ幅の記録媒体に対して画像
を記録した際の使用ノズル位置を取得し、Ｙ方向においてその隣の位置を使用ノズル位置
として決定する。
【００２１】
　（紙面予備吐パターン生成処理）
　図５を用いて、紙面予備吐出パターンを決定し紙面予備吐出の吐出データを生成する紙
面予備吐出データ生成処理を説明する。本実施形態では、ノズルからのインク滴の吐出状
態を示す情報として、記録前のヘッド温度（ベース温度）とこれから画像を記録するため
にインク滴を吐出する回数を用いる。そして、ベース温度とインク滴を吐出する回数に基
づいて、記録ヘッドが到達する最高温度を推定する。推定した最高温度から、画像の記録
中に画像を記録する領域に対して、記録ヘッドの吐出状態を維持するための予備吐出（紙
面予備吐出）を行う間隔を決定する。
【００２２】
　記録を指示するジョブを受信すると、ステップＳ１において、これから画像を記録する
記録媒体と同じ幅の記録媒体に対して前回画像を記録した際に使用したノズルを示す情報
を取得する。そして、前回使用したノズル位置とは異なる位置に、今回の画像記録に使用
するノズルの位置を決定する。ここで決定されるノズル位置は、前回使用したノズルの範
囲と一部のノズルが重複していても構わないが、重複していない方がより好ましい。本実
施形態では、今回の記録動作では、前回の記録動作で使用したノズルを用いないように、
前回使用したノズル範囲に対してＹ方向において隣に位置する範囲のノズルをノズル使用
位置として決定する。ノズル使用位置が決定すると、決定したノズル使用位置に関する情
報が記録ヘッド１の位置調整機構に送られ、位置調整機構が記録ヘッドのＹ位置を調整す
る。
【００２３】
　ステップＳ２において、ダイオードセンサ６を用いて、画像記録を行う前の記録ヘッド
の温度をノズルグループ毎に取得する。以下、この温度をベース温度と呼ぶ。ここでは、
各インク色の記録ヘッドについて、Ｙ方向において複数のノズルグループに分割する。各
ノズルグループは、Ｙ方向において連続する所定数のノズルを含む。本実施形態では、Ｘ
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方向において同色のインクを吐出する複数のノズル列を備える記録チップを用いているが
、Ｘ方向において同じ位置を記録可能なノズルは同じノズルグループに属するように分割
される。
【００２４】
　尚、ノズルグループ毎にベース温度を取得する上で、ノズルグループ毎に少なくとも１
つのダイオードセンサ６が配置されていることが好ましい。１つのノズルグループに対し
て複数のダイオードセンサが配置されている場合には、平均値を用いることで精度を上げ
ることができる。また、ノズルグループ毎にダイオードセンサが配置されていない場合に
は、近傍の２つのダイオードセンサ６の温度と各ダイオードセンサまでの距離から補完演
算することにより温度を取得してもよい。
【００２５】
　ステップＳ３では、画像データ処理部によって生成された２値の吐出データに基づいて
、各ノズルグループのノズル使用回数、すなわち、これから画像を記録する上でインク滴
を吐出する回数を取得する。
【００２６】
　ステップＳ４において、ステップＳ２で取得したベース温度と、ステップＳ３で取得し
たノズル使用回数とに基づいて、各ノズルグループの最高到達温度Ｔを推定する。
【００２７】
　図６は、ステップＳ２で取得したベース温度ｔとステップＳ３で取得したインク使用回
数に基づいて、ステップＳ４で用いる最高到達温度Ｔを推定するためのテーブルである。
このテーブルにおいて、記録開始前のベース温度によって記録ヘッドの昇温度合いが異な
るため、予めこのようなテーブルを生成し、記憶媒体５４に記憶しておく。
【００２８】
　ステップＳ５において、紙面予備吐出パターン生成部５８は、Ｓ４で推定した各ノズル
グループの最高到達温度に基づいて、インク色毎の紙面予備吐出を行う間隔を決定する。
ここでは、インク色毎に、記録に使用するノズルグループそれぞれの最高到達温度のうち
最も高い最高到達温度を取得し、この温度に対応する値を紙面予備吐出間隔として決定す
る。
【００２９】
　図７（ａ）は、紙面予備吐出データの記録媒体上の２値のイメージ図を表している。図
７（ａ）において、各マス目は、記録媒体上の領域に１２００ｄｐｉ×１２００ｄｐｉの
解像度で設定された画素を示している。そして、黒マスはインク滴を吐出する画素、白マ
スはインク滴を吐出しない画素を示している。図中、Ａは、紙面予備吐出としてインク滴
を吐出した後、次に吐出するまでの画素数を表す吐出間隔である。
【００３０】
　図７（ｂ）は、紙面予備吐出パターンを決めるためのテーブルであり、インク色と最高
到達温度Ｔに対応して設定された吐出間隔Ａの値を示している。ヘッド温度が高いほど、
インク中の水分の蒸発が促進され、インクの粘度が高くなるため、最高到達温度Ｔが高く
なるほど紙面予備吐出を短い間隔で行うように、吐出間隔Ａの値が小さくなるように設定
されている。
【００３１】
　ステップＳ６において、紙面予備吐出パターン生成部５８は、インク色毎に画像記録に
用いるノズルグループの最高到達温度Ｔに基づいてテーブルから吐出間隔Ａを参照し、図
７（ａ）のパターンデータに基づいて紙面予備吐出の吐出データを生成する。尚、図７（
ａ）のパターンデータを繰り返し用いることで、記録媒体上の全領域に対する紙面予備吐
出データを生成する。
【００３２】
　図８は、ユーザが記録を指示した記録画像の吐出データと紙面予備吐出の吐出データと
を合成する処理のフローチャートである。まず、ステップＳ１１において、０～２５５の
２５６階調で示される多値データを取得し、２値化処理が行われる。２値化手法としては



(9) JP 2015-123735 A 2015.7.6

10

20

30

40

50

、誤差拡散、ＩＮＤＥＸ展開方法など特に問わないが、ここでは前述した通り、多値デー
タを誤差拡散法によりＮ値データに量子化し、そのＮ値データにドット配置パターンを割
り当てることで２値化する処理を行う。ステップＳ１２において、ステップＳ１１で生成
した記録画像の２値の吐出データと、図５の紙面予備吐出パターン生成フローで生成され
た２値の紙面予備吐出データとの論理和をとって合成する。そして、ステップＳ１３にお
いて、合成された吐出データを各ノズル列に分配し、記録媒体上に画像を記録する。
【００３３】
　以上のように、本実施形態では、記録すべき画像データに基づいて記録ヘッドの各位置
の最高到達温度を推定し、推定した最高温度に基づいて紙面予備吐出間隔を決定する。こ
れにより、記録すべき画像データを考慮せずに紙面予備吐出を行う場合に比べて、適切に
紙面予備吐出量を調整することができ、無駄なインク消費を低減することができる。また
、紙面予備吐出量を適切に調整することにより、紙面予備吐出に起因する記録画像の明度
低下を抑制することも可能となる。
【００３４】
　尚、本実施形態では、記録媒体を一定の記録速度で搬送する例を示しているが、記録速
度が変わる形態であってもよい。記録速度が変わると紙面予備吐出を行う距離間隔が変化
する。このため、紙面予備吐出を所望の時間間隔で行うために、テーブルに定められた値
に、記録速度に応じた係数を乗算する方法を用いても良い。係数は記録速度が大きくなる
ほど大きな値になる特徴を持つ。尚、係数を持たずに、記録速度毎に紙面予備吐出パター
ンを決めるためのテーブルを用意する方法であっても良い。
【００３５】
　尚、最高到達温度を決める際には、画像の記録に用いるノズル使用位置として決定され
た範囲のノズルを複数のグループに分け、各グループについて最高到達温度を取得する形
態であってもよい。また、Ｙ方向において複数のグループを設定しておき、ノズル使用位
置として決定された範囲に含まれるグループに対し、それぞれ最高到達温度を取得する形
態であってもよい。
【００３６】
　また、記録媒体のＹ方向においては同じ紙面予備吐出パターンを用いる形態を示したが
、記録媒体をＹ方向に複数の領域に分け、各領域で紙面予備吐出パターンを決定する形態
であっても良い。また、本実施形態では、テーブル参照位置の決定にあらかじめ記録され
ている各記録チップの最高到達温度を用いたが、各記録チップのダイオードセンサ６の値
を取得し、取得した温度に基づいてテーブル参照位置を決定しても良い。
【００３７】
　また、本実施形態では、ベース温度とノズル使用回数とに基づいて最高到達温度を決定
する構成としたが、ノズル使用回数からヘッド温度の上昇度合いを推定する形態であって
もよい。この場合、ノズル使用回数と温度上昇分を関連づけたデータを予め記憶しておき
、ノズル使用回数に基づいて温度上昇分を取得し、取得した温度上昇分をベース温度に加
算して最高到達温度を推定すればよい。
【００３８】
　（第２実施形態）
　前述の実施形態では、インク色毎に最高到達温度を予測して紙面予備吐出間隔を決定す
る方法を述べたが、本実施形態では、記録に用いるインクのうち有彩色インクの紙面予備
吐出による色転びを考慮した紙面予備吐間隔を決定する方法について説明する。
【００３９】
　複数色の有彩色インクで紙面予備吐出を行う場合、紙面予備吐出されるインク量によっ
ては、記録される画像の色の色味がずれてしまう、所謂「色転び」が生じる場合がある。
この色転びの発生を抑制するために、紙面予備吐出によって作られる画像の色が無彩色に
なるよう、各有彩色インクの紙面予備吐出の吐出発数を調整することが好ましい。
【００４０】
　本実施形態では、有彩色インクとしてＹ、Ｌｃ、Ｌｍインク、無彩色インクとしてＧｙ
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成する際に、有彩色インクの紙面予備吐出によって生成される画像の色が無彩色となるよ
うに、テーブルの縦に並ぶ紙面予備吐間隔の値を設定しておく。例えば、最高到達温度Ｔ
は１０℃≦Ｔ＜２０℃の場合、Ｙインクの紙面予備吐間隔Ａ＝５７６、Ｌｃインクの紙面
予備吐間隔Ａ＝２８０、Ｌｍインクの紙面予備吐間隔Ａ＝２８０となっている。これは、
Ｙ、Ｌｃ、Ｌｍインクがそれぞれ上記間隔で紙面予備吐出された場合に記録された画像が
無彩色であるように調整された値である。従って、第１実施形態のように、インク色毎に
最高到達温度から紙面予備吐間隔Ａを決定すると、有彩色インクのバランスがくずれ、記
録される画像の色味が変わってしまう可能性がある。
【００４１】
　そこで本実施形態では、有彩色インクの紙面予備吐出については、各インクの最高到達
温度のうち最も高い最高到達温度を判定し、判定された最高到達温度に対応する紙面予備
吐出間隔Ａの値に決定する。すなわち、最高到達温度が最も高いインクに合わせて、他の
有彩色インクの紙面予備吐間隔も決定する。
【００４２】
　図９は、本実施形態における紙面予備吐出パターン生成の処理を示すフローチャートで
ある。ステップＳ２１において、紙面予備吐出パターン生成部５８は、紙面予備吐出パタ
ーンを生成する対象のインクが、無彩色インクであるか否かを判定する。無彩色インクで
あると判定された場合には、ステップＳ２２に進み、無彩色インクの紙面予備吐出パター
ン生成処理を行う。無彩色インクの紙面予備吐パターン生成処理は、第１実施形態と同様
に各インク毎に紙面予備吐間隔を決定する方法であり、図５のフローチャートと同じ処理
であるためここでは省略する。ステップ２１において、無彩色インクではない、すなわち
有彩色インクであると判定された場合には、ステップＳ２３に進み、判定された有彩色イ
ンクについて、最高到達温度を取得する。ステップＳ２４において、紙面予備吐出を行う
全てのインクについて判定が行われたかどうかを判断し、全てのインクについて行われて
いない場合にはステップＳ２１に戻る。紙面予備吐出を行う全てのインクに判定が行われ
た場合には、ステップＳ２５に進み、有彩色インクそれぞれについて取得した最高到達温
度のうち最も高い最高到達温度Ｔを判定し、判定された最高到達温度に対応する紙面予備
吐出間隔を決定する。例えば、Ｙインクの最高到達温度が１５℃、Ｌｃインクの最高到達
温度が３５℃、Ｌｍインクの最高到達温度が２５℃である場合、最も高い温度は３５℃で
あるため、これらのインクの紙面予備吐出間隔を３０℃≦Ｔ＜４０℃の値に合わせる。す
なわち、Ｙインクの紙面予備吐間隔Ａ＝１１５２、Ｌｃインクの紙面予備吐間隔Ａ＝５６
０、Ｌｍインクの紙面予備吐間隔Ａ＝５６０である。ステップＳ２６において、ステップ
Ｓ２５で決定した紙面予備吐出間隔を用いて有彩色インクの紙面予備吐出パターンを生成
する。
【００４３】
　以上のように、本実施形態では、有彩色の各インクの紙面予備吐出を独立に決定せずに
、紙面予備吐出を行う有彩色インクヘッドの中で最も高い最高到達温度を用いて決定する
。これにより、有彩色インクの紙面予備吐出に起因する色転びを抑制しつつ、適切な紙面
予備吐出量を調整することができる。
【符号の説明】
【００４４】
　１　ヘッドユニット
　１ａ～１ｇ　記録ヘッド
　２　記録媒体
　３　インクタンク
　１１ａ～１４ａ　記録チップ
　５　インク供給路
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